
5月29日（木）、航空連合政策議員フォーラムの浜口 誠（はまぐち
まこと）参議院議員が、国土交通委員会において、審議中の航空法・
空港法改正に関連して、航空連合の取り組み（NEWS EXPRESS 26-
60、26-74などを参照）に基づき、グランドハンドリングにおける
適正取引推進のためのガイドライン（GL）について質問しました。
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 適正取引GLは極めて重要であり、策定にあたり国としてしっか
り関与してほしい。外国航空会社の中には予定されていた就航
を急遽中止し、委託先のグラハン事業者にその補償がない事例
もあると聞く。本邦社のみならず、外航社が遵守するような
働きかけを徹底する必要がある。

●第１回開催時には、グラハン事業者や労働組合へのヒアリングを
実施したが、第２回は外航社を含む航空運送事業者にもおこなう
ことにしている。本WGを通じて契約実態の把握に努め、本年秋
ごろのとりまとめに向けて議論を深めていく。

●訪日客6000万人達成に向けてグラハン体制の強化が重要。処遇
改善のためにさらなる賃上げが必要であり、この４月にはグラ
ハンにおける適正取引推進のためのGL策定に向けたワーキング
グループ（WG）を設置した。

 グラハン従事者の身体面の負担軽減・疲労回復のため勤務間イン
ターバル制度の導入を後押しすることなど、グラハンに従事する
人たちに対する今後の政府支援策は。
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